
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

学 校 名 揖斐川町立春日中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月２０日（日） 

実 施 概 要 
 

〔自分たちの住んでいる地域に積極的に関わる活動〕  

 ○地域の行事：産業祭（こいやーかすがまつり）への参加 

ステージ発表 ①東北ボランティアの報告 

②合唱 ２曲 
③和太鼓演奏 

遊びブースの運営 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 

  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者                   ３人  
  計     約２５３人

地域関係者             約２５０人

実 施 状 況 ＜ステージ発表＞ 

①東北ボランティアの報告 

・３月２７日～２８日に実施した被災地中学校との交流事業（県ＰＴＡ連合会主

催）及び，１０月１１日～１３日に実施した東北ボランティア（ＫＩプロジェ

クト主催）について，感じたことや願いなどを語った。 

②合唱発表 

・練習を積み上げてきた合唱曲１曲を披露した。また、小学生や地域の方々と一

緒に歌うために「ふるさと」を選曲し，当日は会場が一体となって合唱した。

③和太鼓演奏 

・春日大運動会に向けて練習してきた曲を当日も披露した。 

＜遊びブース（バルーンアート）＞ 

・生徒全員で，まつり会場内の１ブース（遊びブース）を担当した。６種類のバ

ルーンアートを準備し，リクエストに応じて一緒に作ったり，その場で作って

プレゼントしたりした。当日はあいにくの雨であったが，来場者は，幼児園児・

小学生・高校生・一般の方・高齢者の方まで５０名を超えた。 

成果及び課題 ○９月に行った春日地区運動会の成果を生かし，若い職員のプロジェクトチームを立

ち上げ，学校運営に参画させることができた。 

○「中学生の堂々とした語りと内容に，感動した。」という声をいただき，自信をも

つことができた。 

○多くの方々が来場してくださったこと，「ありがとう」「楽しかった」等の声をい

ただき，充実感や達成感を味わうことができた。 

○地域の中で，中学生の存在を示すことができた。 

●行事を通して，生徒に身に付けさせたい力と，生徒自身が付けたい力をお互いに明

確にして取り組み，評価する。 

 


